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臨床経験科目「教育参加」における学生の体験内容

谷塚光典　附属教育実践総合センター

土井進　教育科学講座

東原義訓　附属教育実践総合センター

1　はじめに

　信州大学教育学部では，平成8年度より1年次生必修頭側として臨床経験論園ド教育参加」

（“Teachi鍛琶Participat童。バ）を開設している。臨床経験の紅雲として，1年次でこの「教育参加」，

2年次で「学校教育臨床演習」，3年次で「教蕎実習事前・事後指導」と「基礎教育実習」を履修する

ことになっている。「教育参加」の開設までの経緯やその実践については，小林・土井（1997）や土井

（1998），そして附属教育実践総合センター（前身の附属教育実践研究指導センターを含む）編の報告

書において詳細に報告されている。また，例えば別惣・長澤（ig99）が報告しているように，他大学・

学部においても社会教育施設と連携した臨床経験的科目を開設している場合もある。

　しかしながら，土井（1998）も課題として指摘しているように，「教育参加」の活動そのものの分析

や活動に参加することによって学生が経験したことなどを詳細に分析する必要がある。そのことによ

って，教員養成カリキュラムの一環としての「教育参加」が果たす役割を明らかにし，より効果的な

「教育参加」の実践そして教員養成カリキュラムの改善への示唆を得ることができよう。

　そこで，本研究では，これらの基礎的作業として，「教育参加」の活動への参加傾向を明らかにす

ることと合わせて，「教育参加」の活動に参加した学生が何を経験してきているのかを明らかにするこ

とを巨酌とする。

　そのために，まず，本年度の「教育参加」の概要を述べ，「教育参加」の活動における体験内容を機

関の種類ごとに検討する。そして，それらの活動の希望・参加傾向を専攻別に分析する。

2　平成13年度「教育参加」の概要

　「教育参加」は，教育に関心を抱いて教育学部に入学した1年次生が，信州大学識奮学部附属学校

園や県内外の少年自然の家・青年の家，県内の養護学校における教育活動や行事に参加したり授業を

参観したりすることを通して，子ども理解，教師理解，学校理解を深め，教職への関心・意欲を高め

ることを目的としている。1年次生が，学校や社会教育施設で行われる教育活動の実際場面に参加し

たり，教育実習の様子を参観したりすることによって子どもたちや教職員と触れ合うことは，教職へ

の認識を深める機会となり，教育学部で4年闘にわたって学んでいく基礎となる。

　なお，この科國は，教育職員免許法施行規則第6条第二欄「教職の意義に関する科目」（（D教職の

意義及び教員の役割，（2）教員の職務内容（研修，服務及び身分保障等を含む。），（3）進路選択に資する

各種の機会の提供等）として実施する科霞である。

　「教育参加」は，附属教育実践総合センター（以下，実践センター）教官が担当している。そして，

「教育参加」連絡会を組織し，実施計画案の立案を行っている。協力機関は，平成爲年度は次の16

機関である。これらの各機関や長野県教育委員会，教育学部各専攻1年次担任教官の協力を得て，「教

育参加」が実施されている。
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信州大学教育学部附属幼稚園

信州大学教育学部附属松本小学校

僑州大学教育学部附属松本申学校

国立信州高遠少年自然の家

国立乗鞍青年の家

国立妙高少年自然の家

長野県松本青年の家

長野県小諸青年の家

長野県松川蕎隼の家

長野県須坂丁年の家

長野県望月少年自然の家

長野県阿南少年自然の家

長野県松本町学校

長野県寿台養護学校

長野県安曇養護学校

長野県花田養護学校

　平成13年度の年間授業計画は表！のとおりである。教育学部！年次生全員285名（うち2名が本

年度未履修）と科隠等緩修生等4名の計287名が受講生である。学生は，4月末～3月に各協力機関

で行われる教育活動に参加する他，全体会（全9圓）に出席する。第1環旧の全体会（オリエンテー

ション）において，16機関全207の活動から，ポイント数が8ポイント以上になるように活動を選

択して，4月末までに希望カードを提出する。そしてこれらの参加希望をとりまとめ，実践センター

で調整した上で，第3圓昌の全体会のときに，参加活動のコードを記載した一覧表を配布した。

　各活動には！または2のポイント数が割り振られている。半日～1臼で終了する活動を1ポイント，

宿泊を伴う活動や複数日にわたる活動を2ポイントとすることを原則としているが，活動の内容によ

って多少の変更がある。この授業の単位の認定を受けるために，学生は，計4ポイント以上の活動に

参加してそのうち2つ三二の活動についてレポートを提出することが求められている。つまり，最低

でも2つの活動（2ポイントの活動を2つ），多ければ4つの活動（1ポイントの活動を4つ）に参加

する必要がある。また，積極的な学生の希望に対応するために，学生が希望する場合は，5ポイント

以土の活動に参加することも認められており，それを奨励している。ただし，他の授業や介護等体験

と重複しないように指導している。

　学生は，活動終了後2週間以内にレポートを提出する。提出されたレポートは，教育学部各専攻1

年次担任教官が評価を行う。このレポートの成績と全体会の出席状況を総合的に判断して，実践セン

ター教官が単位を認定することになる。

　実践センター担当教官の役割は，協力機関と学生との問に立ち，協力機関には必要な情報を連絡し，

学生には参加予定の活動にしっかりと参加できるように指導を行うことである。年度当初に学生が参

加する活動は決定するが，そのあとから生じたさまざまな事情（冠婚葬祭，サークル活動の大会，天

候による活動中止，参加する活動の追加希望，等々）に応じて，参加学生が変更になることがあるが，

その調整も大きな仕事である。

3　「教育参加」の活動における体験内容

3。エ　各機関における活動の分類

　16の機関における活動は，全207に及ぶ。青年の家や少年自然の家の社会教育施設（以下，社会

教育施設）9機関における活動は，長野県教蕎委員会文化財・生涯学習課の分類にしたがって，自然

体験・野外活動，生活体験，生活創造，歴史体験，国際体験，スポーヅふれあい，科学，ボランティ

ア，の8つと，筆者が追加した，指導者講習・研修，指導者講習・研修補助，の2つの合わせて董0

に分類できる。また，信州大学教育学部附属松本地区学校園（以下，附属学校園）及び盲学校・養護

学校（以下，養護学校）7校における活動は，学生が体験する活動内容によって，教科指導の補助（養

護学校では日常の指導補助），教科外活動の補助（養護学校では行事の補助），クラブ活動指導補助，

校外活動の補助，作業の補助，研究会・教育実習参観，の6つに分類できる。なお，養護学校では，
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　　　　表1　「教育参加」の年間授業計画
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月日・時限 授　業　内　容 実施会場 担　当　者

4／20（金） オリエンテーション 実践センター長，実践センタ～専任教

5コマ蟹 「憎憎参加」の隈的 官，教育学部各専攻1年次担任教官，
（16：20～ 協力機関からの案内 附属松本地区副校園長，圏立信州高

17：50） 提出書類の認入 20番教室 遠・妙高少年自然の家，圏立乗鞍欝年

の家，松本・小諸・曲用・須坂青年の

家，望月・阿南少年自然の家，松本盲

学校，寿台・安曇・花田養護学校

全

5／11（金）

@5コマ霞

教職論講義（1）
20番教窒

実践センター長，実践センター専任教

{，佐藤明・附属幼稚園副園長

5／！8（金）

@5コマ目

参加する活動の決定

激|ートの書き方
20番教室

実践センター長：，実践センター専任教

ｯ
体 6／！5（金）

@5コマ目

教職論講義（2）
20番教塞

実践センター長，実践センター専任教

A

会

7／13（金）

@5コマ陽

教育実習の参観のしかた

ｳ職論講義（3）
20番教室

実践センター長，実践センター一専任教

10／5（金）

@5コマ欝

参加者からの報告会

激|ートの提出について
20番教室

実践センター長，実践センター専任教

！1／9（金）

@5コマ目

教職論講義（4）
20番教i莚

実践センター長，実践センター専任教

ｯ，小池守・望月少年自然の家次長

12／7（金）

@5コマ園

教職論講義（5）
20番教室

実践センター長，実践センター専任教

x，中由邦彦・松本盲学校長

！／！1（金）

@5コマ目

教職論講義（6）
20番教室

実践センター長，実践センター専任教

ｯ，北澤明・附属松本中学校教頭

附属幼稚園の教育活動 附属幼稚園 附属幼稚園教官

附属松本小学校の教育活動 附属松本小学校 附属松本小学校教窟

附属松本申学校の教育活動 附属松本申学校 附属松本申学校教富

国立信州高遠少年自然の家の教 国立僑州高遠少年 国立儒州高遠少年自然の家職員

育活動 自然の家

参
国立妙高少年自然の家の教育活

ｮ
国立妙高少年自然

ﾌ家

国立妙高少年自然の家職員

国立乗鞍青年の家の教育活動 国立乗鞍青年の家 国立乗鞍青年の家職員

加
長野県松本青年の家の教育活動

ｷ野梁小諸青年の家の教育活動

松本青年の家

ｬ諸青年の家 長野県松本青年の家職員

通　年 長野県松川青隼の家の教育活動 松川覆年の家 長野県小諸青年の家職員

体
長野県須坂蕎年の家の教育活動

ｷ野県望月少年自然の家の教育

須坂青年の家

]月少年自然の家

長野県松川青年の家職員

ｷ野県須坂青年の家職員

活動 長野県望月少年自然の家職員

験
長野漿阿南少年自然の家の教育

・ｮ

阿南少年自然の家

長野県阿南少年自然の家職員

長野県松本盲学校の教育活動 松本盲学校

長野県寿台養護学校の教育活動 寿台養護学校 長野県松本霞学校教諭

長野県安曇養護学校の教育活動 安曇養護学校 長野県寿台養護学校教諭

長野県花田養護学校の教育活動 花田養護学校 長野県安曇養護学校教諭

長野県花田養護学校教諭

教育

ﾀ習
Q観

9／10（月）

`9／14（金）

附属幼稚園での教育実習

国ｮ松本小学校での教育実欝

国ｮ松本申学校での教育実醤

附属幼稚圏

国ｮ松本小学校

国ｮ松本中学校

附属幼稚園教官

国ｮ松本小学校教宮

国ｮ松本中学校教宮



26 信州大学教育学部紀要Nolo4

研究会・教育実習参観に分類される活動はないため，それ以外の5つに分類した。この基準に従って

分類すると，表2のようになったD。

3．2　社会教育施設における活動での体験内容

　社会教育施設である青年の家や少年自然の家における酒動は，計100活動であった。

　その中でも，自然体験・野外活動に関する活動が活動全体の約半数を占めている。特に，松川青年

の家や望月少隼自然の家では，その立地条件を活かしたこれらの活動が多い。この活動には，豊かな

霞然の中での登山や動植物観察，キャンプや野外炊飯などの野外活動が含まれる。学生は，そのよう

な活動に参加者として参加するだけでなく，親子や家族での参加者への補助者という役割も果たすこ

とになる。また，，102・」03・505（表3中のコード名，以下同様）では，この活動に参加して試験に

合格することによって，ネイチャーゲーム初級指導翼やキャンプインストラクターなどの資格を取得

することもできる。このような資格は，「教育参加」の他の活動に参加するときや実際に教貫になった

ときに非常に役立つものである。

　また，LO5とMO5はいずれも，長野県教育委員会と少年肖然の家が共催している「ふれあい自然

体験活動推進事業」として実施されている「ふれあい自然体験キャンプ」に学生スタヅフとして参加

する活動である。この活動は，キャンプ自体が6泊71ヨ，それに前泊と後泊がありさらに事前研修と

して［指導者講習・研修］に分類されているLO3やMO3に参加する。日程的に長い活動であり，か

なりの気力と体力を要する活動ではあるが，さまざまな小中学生たちとじっくりつきあい，共に自然

表2　社会教育施設・附属学校園・養護学校における活動数

社会教育施設 高遠 妙高 乗鞍 松本 小諸 松川 須坂 望月 阿南 計

自然体験・野外活動 4 14 ！0 2 3 7 3 7 3 53

生活体験 4 ！ ！ 1 3 ！0

生活創造 3 ！ 4

歴史体験 1 1 1 1 4

国際体験 1 1

スポーツふれあい 1 4 5

科学 1 1 2

ボランティア 2 1 1 2 1 7

指導者講習・研修 3 7 1 1 12

指導者講習・研修補助 2 2

計 9 21 17 8 8 9 10 10 8 100

附属学校園 幼稚園 松本小 松本中 計

教科指導の補助 10 10

教科夘動の■助 9 1 2 12

クラブ活動指導補助 5 5

校外活動の補助 ！ 1 1 3

作業の補助 7 2 9

研究会・教育実習参観 2 2 1 5

計 19 6 19 44

債護学校 松本盲 寿台養 安曇養 花田養 計

日常の指導補助 12 8 ！ 3 24

行事の補助 2 5 7 3 17

クラブ活動指導補助 3 3

校外活動の補助 2 2 12 16

作業の補助 1 2 3

計 20 17 20 6 63
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蓑3　各機関における代表的な活動

＝ト　ド　　　　　　　榔矯　　　　　　　　　　　　　　石心　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内拝
駕父育蒋設

1女孝誠・旛琶桝沽勃

1玉G 111立妙筒少｛1鶏野の家 MYOKO九と風のフ諜ステイハル
巌暑イ校堀5削繍こ帯けて軽愚等が豊かな窪外の申て、ズりこrンヲーリングや紙ぢき、草木染
ﾟ、餅つさ、ニュースポーヅ鴬を凹凹し、施設の状況や事業についての理解を細めるための箏曲　　瀬勒｝1闘志レして　用11　介場緬ひ管料の4脳力費う

3（｝2 長野川州ll鯖癖の窯
めざせ人気占1これで君葡リーター
ｽ～ネイずマーケーム　鱒観～

JO3 長野県松ll続年の駅 めざせ人気者1これて君もリーター
ｽ～キマンプ　看観（D～

ヴントの設鶴、料理、キャンプファイアー等の知謡や技術を取得つる。キヘンプ技術編（2）も
・ｯすれは、キャンプインストラクター管ズ欝褥の講冴　なる

」05 長野県松川｝雛トの渠
めさせ入気茜盲これて君もリーター
ｾ～キヤンブ　凹凹　ぐ2）～

野外沽動と女盛管理、ヴントの塗上なとの凹凹と技術を亭ふ。

io5 罠騨県爆∫1か駕卜献の蟹 ふれあい　献体験ヤヤンプ 幽幽鞭児Ψ温順のためのヤマンフに志ランヲィアスダソフ　1ハむ加

llO5 長野県岡南少葎自選の課
ふれあい臼峨佑絨キャンプ～君の笑

翌ﾉ会いたいた～
夜働登劇、川甑ひ、鑓押領験漱択プログラム、野外炊飯、キャントルサービス、クラフト、分校
g訪みる、な’

焦海千
DG2一三 i11立因州圃題少fギ自然のゑ みんな友だち一しと人一P肝し！

事業の痛動辮1助として用∫ミのゆ伽や資斜響錨を行う。心身に開園のある方を含む四囲や家族とと
Cに瞥菜偉i旗　にち出師ろ，　（活由碗　四隅作り・節取つ・闇闇闇闇・　溺凹凹なノ）

1夏06 i県ノ、＝吾占驚の蒙 レのこ名ノ認め　ゆう 描闇　ζ屠の訴のこレ｝　議～「ぎのこ1、ンイタケ闇闇裁　　巽のこ緻擢　溢のこバ罫
rGq 鰍群望伸ひ年雪献の家 ・珊￥い糞廻．埠編 クリスマスリース門リ　ミニFξ献俘り

1欝1 闇闇県隅南少年資外の駅
掬信鮒食べ歩き～いちご狩りとイ綬

闔鰍沫ﾘ～
ヂ作り1∫1る餅に挑戦、いちこ狩り、クラフト（紙飛行磯　竹とんぼ・ブーメランなと）

生濡倉触
｛io5 停野獣絵添ぬ年の学 クラフ｝のつ　い クラフトの　醗皿山，かご、クリスマスリース作りnマシノクハルーン，
α08 ’f嘆松取5㌔年の累 算し齢・斤り紐に将戦 要しム欝作の罐糾1酵　製f㌻∩コごノト出置紙の某本、件口輪作
KO6 軒県郷痘ノ1年の クラフトレ屋の扇蟹 弧傘諸膚徹ったリース　つる　r・木の赫渉曲った｛1中鑓竹　駅の簿纂
歴史　験

沁04 国重信用簡遠少年自外の家
「中仙追・甲耀街道」歩1ナ歩け四一

C中越1　　つ　　　ノ｝6♂】7　　　一

歩き旅へのづ加茜（小　中艦r）のり一ター、カウンセラーとして括動写る。　（可動例一野外炊
ﾑやキャ’プ爆漸全品σ）り一ト’淑㌃擦への需品　繍肋　搾

GO2 響1〔，匙松本∈ξ年の冥 お塒不巨黒㌶探検隊 松本増の騰巾（識燕）、蝦郵’激円周ノ刀の櫟弊．田凹み凹凹，
IlO5 路卿儲r㌧年の象 スケソヲ‘伯の闇闇ルこう ふる心レの　　・済飛　　蜘レ．≧（ゆ跡　評、姻’［｝レイ）

iモ跡1験
HO7　　　　　紅嗅小梼葭fの虚　　　響1籔ぐ　、細一画降噂溺　　’｝に一紙二歳の，　舐闇闇、　1陣交ン　（凹凹套　亭凹凹》、しめ翰〕の話、　．め筋りつくウ
スポーツふれあい
iiG8 1脚夢川隠爵～年の蒙 スキー　のふれあい ス　一議リエ’ヲーション（箋義）　按舞の趨蟹レお譜、尤論全　実　闇闇斗下擁
KG7 1照自」凝ず轟の‘蓑 ウィンタースポーツ饗 ウインタースポーーツの£本　応　　壷罫、脂漏｝、・スキー、スノーホードご　講習
KO8 肺肝須歯し1鷺年の冤 ふれあいスキー スキーの闇闇　r塀　’術の織　・クラス男1凹凹講フ　・レクりエーション
科ζ
lo4 脳喰爆　少葬　似の艦 舞休み凶暴闇闇闇闇 粧汐裁の　附載禦　科ギ丁霊　科羊鮒験

｝io8 長野県阿唐少塾員似の室
おもしろ潟町期肩II～サノカー・ロ

z慶作ろう1～
ロホノト製作の基鍵、ロホノト製作、ロホソトサノ二一大会

ボランティア

EO1 国立妙【｝紗年目然の家
養鰻少年自外の‘鄭・ランティア繋成

u習会

本少年熱雷の宝のホランァィア協議会と共鞭て翻節し、講義や実響を通してボランティアの掬軸
ﾍや資質の同上を図る。箏鼠の補助膚ではなく、本轟習会の晶晶者となる×今後、教育ちカ［iやホ
宴唐､’イア左行うた　σア露国欝5　　でタづ　二熔　しい＾

（iG4 瞭幽間松本凶年の繁 ネ凹凸脅嚇診ホランヲイア謀‘ 演劇織漏、’諦の璽樒一捕「奏，ホランヲィア体鰍寧鞭〔A凹凹．

」06 長野県松llげ跨の家
社会凹凹凹凹ホランヲイア講藤

@i）会なぜボランティアか
ボランティアと笑地研修についでの基礎をずふ。

旨箔虚摺　研鰺

碧02 国威妙ln｝少年自鯵の蜜
敦職員等フロシェクトアドヘン
`r・一講習会

字校の凹む凹凹にみいて、プロジェクトアトベンチマーを副用した四囲（rしして「心の教
p」）を推選フるために、敦賎員等の指導叢餐成及ひ底辺の鉱大を図る。賢業の補助者てはな
ｭ　本識習奔の～くナ者レなろ自

103 ‘響県望　晶晶　離の胸 少年　体…漁’研鯵A ヤヤンフ　各のひ循、聯償体験　卿彫　のふれ　い　　一品クラフト

｝103 長野県阿南少年自外の繁
少年団体損導者研修会～ヤヤンフサ
{ー　の噛婁～

1尋孫セ習　孫卵，1

EO7 田V妙簡少年自給の家 はつらつシュごアリーター研｛ビ会
中ゴ簿のリーターを凹凹つるために、各グルーフの助濤占　支援煮として活動を行う。又、旧業

ﾌ湖勅補力「レし　　　口　資塩田の準備身行う
卜1属．， 紺

敦秘蹟導の｛｝i醐

CG7－1 餅寸郵船本中．，ひ楼 報謝業翼の モデル対叩、筋品
cll 寳1聡明一中こド 齢の　引撫r導 一ζ繰ご’の　孫ゑの購く1な正り～みに納訂し朋1糾憩　　，漏壷翻力（　舞・鉢官）

しM 置1総松本珂1壽校 四脚仕襲群「被醗の蟹作1 橿ll鋸山の　れがちな’各への　努1晶晶
晶晶繕勤の袖

AO3－1 醗照叩込　喚 羅’会（6　） 副套考葎几3ノ間ほ　の旧し物左する．羅’庶後、劉県レ　ふ，
稼03 醗鳳松本川β較 驚動森 鐸　　　、ヲ　弊等の係活戸田　片づけ
C12 噛癖；松本邊甲 ヘンキ瓢り 済害　　　｝にペンキ漁り些停る　’！F合酒灘補　1

クラブ活動日川1助
eO2 断贋松本　　き 男一バレーボール指導補間 騒磯琳の櫓題、定A形論の縛習　i一
CO5 附臓松本串璃 A菖クラブ指轡 ALIの饗き滞’もに体験1　楽iの　　身詰めノ
CO6 舞嘱餌・申4校 吹凹凹クラブ櫓導 麺靱0四囲纏轡の指導、合盛の中一ともに濾るす
外活動

AO8 凹凹幼　斜 番の論理 ユ｛画引準の撰1勘

器04 』1騰松本川舗較 澄の通鑓 A　縦釧魂鑓の引率黒門
q6 附属松本串．～ 秋の松．抑威清掃 クラスに入っ一’レもに績婦づム

作業のf 助

AO4－1 瞬鳳幼犀挿 保誤納助　購内鶴壌望梶憺1（D　　　　　引照の帰りσ）傘にろ吊したあレ　砂場の塑鏑　　鱒）滅掃　fqのべンや塗ウ等身伐る．
AO聾 聡川州孝蔦 郎｛口国画破焦A環儂 緬　準備、塑ふき　保育軍の憾翌　屡外山ζξ筈レ・るn　了　もほいない）
Bo2 冨慰松本川≠ f峯渤ム荊　準備 四四脊の今鶏　結　｝、解腿等の尋常
Bo5 職松本ノ、ド 鯉季轟研『蝶A（｛鵯 癬・　套鳩、懇諭場秤等のf噺

研5しム　一幅実習ろ観
AO5 』鐸罵山幕報 保デレ㌔ヤ 心急「画品の勲’の保デ↑舜琴鱒し、喫鞭ノや　　もた　の祥　々ゐ麹博
A10 拶闇闇』 幼年駆ζ　究会ろ加 多費傘に客旅し　｝二Pもたちの闇闇窪み解ゴ　n
＄Ol 附艦松…小甲 踊籍実葛／穿稗 敏脅躍∫力張る掃漿亥ろ縛一三ろ．
1；06 寸鋼帯4）甲較 ’脅き測海面研『皆会（あ　） 雪靴国守な単習の時闇、開閉　雪笹　訂楽集4ゾ君の曲り四囲　　、四脚研炎A及ひ凹く毒会への8雛
ClO 銭1†曙松本巾審 メf：実’剛の芋診ろ鯉 3年　・喫澗’の樽饗ろ酬

綴讃」己

即吟の置碁補助
掃03 顎暫嗅松曽靖孚 A司の凹凹A 職皿山「F照蟻済κ犀のノ酒錦～牙4稗の総》
RO9 闇闇春ム鉱静謡 1、～郡　趨彫の暫2 一　｝た　レ一緒に一　，rに曲れ、好闘なもの　炸る∩
？05 籔曝～田再／夢学 逼間 乱周面li10下剃のF伝い、難解ノろの4猪　，勒へのδ加iレ　｝1
行慣の 1

N玉2 ビ冒衆厭忌　璃 化察十階仙集1 晶晶の画品、千伝い
RG2 藁ξ1興寿ム興誕諺 糟A（訟i　） 1王営繍渤や一レもの介助鐸らみ鮒＾
SIG E開脚　　用脚．拷 ぐ巾羊雲〉♪ふ　の会 群つ濠力．r届婁　行う凸準僚や晶る1な　の　駆
クラブ繕動葦導1鋤
醤05 fI『闇闇本蜘 蔀活劒「欝　バレーボール1 齢細動毒擁・補助

逗06 長野甲州4哨学校
部酒動「グラントソフトボール（蒲

@f珠》1
部活動指導・補助

外沽勤の1，
N董9 踏・殿松本　≠ スケー擾ノ写（ノi、r勧 v’ {々覇燐のスケーート猛驚に乳簡
Ri7 4巴酢県門ム　謙一ノ 1諾凹凹　lPキヤ’フ ’名たμ’戸｝に　松ムア「欝の一ヤンプ場F竪外’酒々緯ろ。
S〔〕7 薩旨・県窄愚櫓載4 ぐ【和イ部〉→ナイ　ウキ不ンコ’ガー i期の桝程rノ各レ間わっ7闇闇梱る

什渠の善】

NO8 脚県松着帽 関【享ヨ　β　弁論一ム 大帰還骨の補卿
llOl 哩群県寿ム槍蕉ピ ヌ軍勧会（藁億） 繭　摩傭、　レもの11ガ覧、
盆03 野県ノト台碁謬≠校 1’　鐸　　嚇渾） 晦二男備，爾レもの介勘等．

P
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体験する活動である。学校では，理科や生活科などの教科指導でも，自然教室や林間学校などの教科

外活動でも，子どもたちを自然に連れ出し自然と親しませることが多い。また，川遊びやキャンプな

どのときに注意すべき点を教師は理解しそれを子どもたちに指導する必要がある。このような自然体

験・野外活動に参加して体験しておくことは璽要であろう。

　また，生活体験，生活創造，歴史体験，国際体験に関する活勤への参加を通して，学生一人ではB

常の学生生活においてなかなか経験できないことを，親子や家族などの参加者と共に経験することが

できる。これら4種類の活動をあわせると，全心語中の約2割になる。生活体験に関する活動では，

歪｛06やMO1のように，採集・調理活動など食に関する活動が多い。また，生活創造に関する活動で

は，GO5やGO8のように，季節に合わせてクリスマスリースや押し花などを製作する。歴史体験で

は，施設から近隣…にある城郭や史跡，文化財を探訪するGO2やし王05の活動がある。そして，数は少

ないが，H：07のように，地域在住の外国人を招いた活動に参加することによって國際交流の体験をす

る活動もある。生活科や総合的な学習の時間においては，季節に応じた内容や地域や学校の実態に応

じた内容を取り入れて，各学校が創意工夫して実施することになっている。特色ある学校づくり，特

色ある授業づくりをするためには，このようなさまざまな体験を，親子や家族等の参加者の補助もし

ながら体験しておくことが有効であろう。

　菅平に隣接している須坂青年の家では，スポーツふれあい活動として，KO7やKO8のように，ス

キーやスノーボードなどのウィンタースポーツを中心とした活動を実施している。

　前述のネイチャーゲーム初級指導者養成講座（」02）等の他に，講座や研修に関係する活動としては，

ボランティアや指導者に関する講座・講習がある。EO1やGO4などのボランティア養成講座は，参加

者として参加して講義や実習を受けることによって，ボランティアについて学習することができ，今

後のボランティア活動に参加する上での基礎となる活動である。また，指導者講習・研修に関する活

動としては，EO2やEO7があるが，　EO2は講習会の参加者として参加するのに対して，　EO7は中学

生を対象とした研修会の活動補助者として参加することになっている。講習会の参加者として参加す

ることも重要であるが，子どもたちの中に入って補助者として活動することも貴重な経験となる。

　このように，「教育参加」として社会教育施設の活動に参加することによって，学生は，自然・生活・

歴史・国際・スポーヅなどさまざまな体験を自分が体験するだけでなく，各事業ヘー般参加している

子どもたちや家族とふれあうこともできる。そして，活動によっては，今後「教育参加」の活動に参

加する上で，そして，教員になってからも役に立つ技能や資格を取得することもできる。

3。3　附属学校園における活動での体験内容

　附属学校園では，教育参加の活動として44の活動があった。

　附属学校園における活動としては，学校行事やクラブ活動，校外活動など，教科外活動の補助に関

する活動が多い。教科外活動では，AO3－1やBO3の誕生会や運動会などの学校行事の他，　C12のペ

ンキ塗りのような活動もある。学生がこれらの活動に参加することによって，学校行事における教師

の補助的役割を果たすだけでなく，行事にいきいきと取り組んでいる子どもたちの輪の中に入り，子

どもたちにじかに接することができる。また，クラブ活動補助では，例えばCO6の吹奏楽クラブ指導

では，学生が自分の所有している楽器を持参して，パート練習で指導したり合奏に加わって演奏した

りする。特にパート練習では，難しいフレーズのお手本を吹いてみせたり演奏のコツを教えたりする

ことによって，音楽を通して生徒と緊密な関係を構築することができる。教員になってからクラブ指

導をすることがあるので，いい経験となる。そして，校外活動では，AO8やBO4のように季節の遠足
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に同伴し遠足引率指導の補助を行う。これらの活動に参加することによって，学生は子どもたちと接

することができ，子ども理解への基礎を築くことができるであろう。

　学校行事を行うにあたってまた学習の場を子どもたちに提供するにあたっては，その準備も教員の

重要な仕事である。そのような，いわゆる「裏方」を経験するのが，AO4－1やBO2のような作業の補

助に関する活動である。また，幼年教育研究会や学習指導研究会（A10・BO6）に参加して子どもたちを

観察することも活動の…つであるが，その研究会の準備や当iヨの運営補助（AO9・BO5）をすることも教

育参加の活動として提供されている。これらの活動に参加することによって，子どもたちとは接して

いない場面での教員の仕事を経験することができる。

　3仏恩ともに，3年次教育実習の授業参観・保育参観（AO5・BO1・C10）を取り入れている。この活

動に参加することで，子どもたちの学習の様子を参観することができるにとどまらず，自分の先輩た

ちが教育実習に取り組む場面に接することができる。3年次に履修する「教育実習事前・事後指導」

でも，教育実習生の姿をビデオで見る機会はあるが，「教育参加」としてこのような活動に参加するこ

とを通して，教育実習の様子を園の当たりにすることができ，なかには2年後の自分の姿を想像する

学生もいるであろう。

　また，附属松本中では，CO7－1やCi4のようなTT（ティームティーチング）という形で，教科指

導の補助に参加できる。実際の教育実習は3年次以降であるが，1年次の段階で「教壇に立つ」こと

ができる絶好の機会である。教育実習を参観したりTTで教壇に立ったりする経験を通して，教職へ

の就職希望の意欲を高めていくことができるものと思われる。

　このように，「教育参加」として附属学校園の活動に参加することによって，学生は，子どもたちと

直接関わったり子どもたちを参観したりする経験をするが，それに加えて，教員としての役割を演ず

ることも体験できる。そして，これらのことは，教職意識の向上に寄与するものと思われる。

3．4　養護学校における活動での体験内容

　養護学校における活動としては，盲学校1校と養護学校3校で計63の活動があるが，附属学校園

同様，学校内でのEI常の指導の補助や学校行事の補助に関する活動が多い。

　NO3やRO9は，臼常の学習場面に入って，その指導補助を経験する。また，　M2やRO2，　S　10で

は学校内での諸行事に，N19やR17，SO7では校外に出ての行事に参加して，その指導の補助を行う。

また，子どもたちの介助と合わせて，運動会や文化祭など学校内での行事の準備作業として，養護学

校における教員の仕事の一端を経験する活動（RO　1・RO3）もある。

　松本盲学校では，NO5やNO6のように，クラブ活動指導補助の活動もある。盲人バレーボールや

盲人野球の指導補助を経験することを通して，通常のバレーボールや野球との違いを，その指導とい

う視点から体験できる。

　1年次生は，小学校及び中学校教諭普通免許状の取得にあたって必要な「介護等体験」として，盲・

聾・養護学校（特殊教育書学校）での介護等の体験を2日間することになっているが，「教育参加」と

して参加する養護学校での活動は，「介護等体験」としては認定されない。

4　「教育参加」の活動の希望・参加傾向

4。1　活動希望傾向と参加状況

　4月末までに提出された希望カードに記入された参加希望活動を機関別にまとめると，図1のとお

りになる2）。図1は，受入可能学生人数，年度当初の活動参加希望者数，本稿執筆時点での実際の参
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　　　　　附属幼稚園

　　　　附属松本小学校

　　　　附属松本申学校

蟹立信捕高遠少年自然の家

　國立妙高少年自然の家

　　　国立乗鞍同年の家

　　長野県松本青年の家

　　長野県小諸青年の家

　　長野県松川青年の家

　　長野県須坂十年の家

長野県望月少年自然の家

長野県阿南少年自然の家

　　　長野県松本奮学校

　　長野県寿台養護学校

　　長野県安曇養護学校

　　長野県花田養護学校
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図1　機関別の学生受入人数・参加希望者数・参加者数

350（人）

加者数を機関別にグラフ化したものである。

　図1から，学生の参加活動希望傾向と実際の参加状況について，次の点がわかる。

　1つめに，附属学校園，松本・須坂の各欝年の家，阿山少年自然の家，松本盲学校は，受入学生人

数を超える希望がある。その理由としては，松本市内にあること（附属学校園，松本青年の家，松本

盲学校），ウィンタースポーツに関する活動が多いこと（須坂青年の家・KO7やKO8），生活体験活動

で季節の味覚を味わえること（阿南少年自然の家・MO1）が推測される。これらの施設の他にも同様

の理由で希望が多い活動がある。

　2つめに，他県の機関（妙高少年自然の家，乗鞍自然の家）や，県内でも公共交通機関の少ない僑

州高遠少年自然の家や望月少年自然の家は，受入学生人数に対する参加希望者数が少なく，50％に満

たない。これは，「教育参加」受講者が1年次生であるため，まだ自動車の運転免許や自家用車を所有

しておらず，これらの機関に向かうには公共交通機関で電車とバスを乗り継いでいかなければならな

いためと考えられる。しかも，バスの本数が限られるため，前泊が必要となることも多い。ただし，

施設によっては，最寄りの駅まで車で迎えに来て頂けることもある。

　そして，3つめに，受入学生人数に対する参加者数の割合，すなわち充足率を見てみると，県内青

年の家で約6割，養護学校で3～4割であるが，他県の機関や県内少年自然のi家では2～3割の施設

が多く，全体でも約5割である。すなわち，各機関としては，さらに倍の学生を受け入れる可能性が

ある。特に，県立少年自然の家での活動の一部（LO5・MO5）は，「教育参加」の学生が運営の一翼を担

っている活動でもあり，学生の積極的な参加が期待されている。

4。2　専攻別の活動参加状況

　前項では全体的な傾向を見てきたが，ここでは，専攻別の活動参加状況を，表2で用いた活動の分

類に従って分析する。本稿執筆時点までの参加状況を，社会教育施設，附属学校園，養護学校それぞ
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図2　專攻別の活動参加状況

れへの参加状況を専攻別に集計すると，図2のようになる3）。

　図2からわかるように，全参加者数（のべ909名）でみると，その48．2％（438名）が附属学校園

の活動に参加している。そして，社会教育施設に37．3％（339名），養護学校に14．5％（132名）が

参加している。

　これを専攻ごとにみてみると，障害児教育専攻では，養護学校の活動に参加する割合が高くなって

いる一方，社会教育施設への参加の割合が低い。また，教育実践科学専攻と心理臨床専攻でも，養護

学校の活動に参加する割合が高くなっている。障害児教育専攻の学生は，教育実習をはじめとして，

養護学校での実習を経験することになるが，「教育参加」で養護学校の活動に参加することは，その基

礎的体験として有効であろう。

　また，社会教育施設における活動には，野外教育専攻や理数科学教育専攻で高い割合を示している。

これは，理数科学教育専攻のうち理科教育や環境教育に関心を抱いている学生や野外教育専攻の学生

が，社会教育施設における自然体験・野外活動に関する活動に積極的に参加していることを示してい

る。また，言語教育専攻も同様に比較的高い割合を示しているが，これは，生活体験や国際体験に関

する活動への参加者が多いためである。

4。2。1　社会教育施設

　図2のうち，まず，社会教育施設における活動を，表2で用いた活動の分類に従って，専攻ごとに

分析すると，図3のようになる。

　社会教育施設に参加する学生全体で見ると，自然体験・野外活動に関する活動に参加する学生が，

その活動の数と同様，約半数を占めている。これに生活体験が続き，以下，生活創造，スポーヅふれ

あいに関する活動への参加者が多い。

　これを専攻別に見ると，地域スポーツ専攻と野外教育専攻という生涯スポーヅ課程の2専攻では，

全体平均に比べて，自然体験・野外活動に参加する学生の割合が高い。また，保健体育専攻では，ス
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ボーーヅふれあいに関する活動の割合が高い。これらはいずれも，自分の専攻する内容と関係が深い活

動であり，このような活動に参加してさまざまな体験をすることは，専攻の専門性の点からも重要で

あろう。

4。2．2　附属学校園

次に，附属学校園における活動を専攻ごとに分析すると，図4のようになる。
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　附属学校園での活動に参加する学生全体で見ると，教科外活動の補助や研究会・教蕎実習参観の活

動に参加する学生の割合が高い。これは，教畜実習参観や研究会への参加，そして遠足への参加の受

入可能人数が多いため，参加者数も多くなっていることによるものである。

　専攻別に見ると，社会科学教育専攻や寸歩教育専攻では研究会・教育実習参観への参加の割合が，

教育実践科学弓田や保健体育専攻では校外活動の補助への参加の割合が，平均よりも高い割合を示し

ている。芸術教育専攻では教科指導の補助の割合が高いが，これは附属松本中のC11・美術の日引率

指導への参加者が多いことによる。また，保健体蕎専攻や地域スポーツ専攻で教科外活動の補助の割

合が高いのは，運動会や陸上クラスマッチなどの運動系の行事への参加者が多いためである。

4。2．3　養護学校

　最後に，養護学校における活動を専攻ごとに分析すると，図5のようになる。

　養護学校での活動に参加する学生全体で見ると，行事の補助への参加が約半数を占め，ついで，曝

常の指導補助や校外学習の補助となっている。

　専攻別の参加状況については，全63活動に娼2名が参加しているため，それを専攻別に見ても，

はっきりとした傾向はわかりにくい。いずれの専攻も，活動数が多い日常の指導補助への参加者が多

くなっていることが読みとれる程度であろう。なお，その他の学生（科目等履修生・大学院生等）で，

養護学校での活動に参加する学生はいなかった。

　このように，機蘭の種類ごとに専攻別の活動参加状況を分析することによって，学生は自分の所属

する専攻に関係の深い活動に参加する傾向にある，ということが明らかになってきた。「教育参加」を

履修している学生は，萌出の興味・関心に応じて参品詞る活動を希望してその活動に参加するのであ

るが，参加する活動を希望する際には，機関名や臼程だけでなく，「教育参加」の活動への参加を通し

て得ることのできる体験の内容とその多様性についても考慮させる必要がある。
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5　おわりに

　本研究を通して，16の協力機関で行われる「書誤参加」の諸活動に参加することによって体験でき

る内容が機関別そして活動の種類別に明らかになった。また，学生の参加希望状況と専攻ごとの参加

状況をとらえることができた。

　今後の課題として，教員として経験しておくべきことを，「教育参加」に参加することによってど

のように提供できるかを考慮しながら，協力機関との連携をさらに深めて，「教育参加」を充実させて

いきたい。また，どのような種類の活勤を体験した学生が教職への高い意欲をしめしているか，つま

り，どのような経験をすれば教職への意識を高めることができるかについて，教職意識調査の結果と

も関係させながら分析していく必要があろう。

　本研究の成果は，今後の教膏参加の改善にも役立てることができると思われる。従来は，学生が参

加する活動を選択する時には，選択する活動の合計ポイント数にだけ注意すれば，特に制限を設けて

いなかった。また，実践センターで調整する際も，附属学校園，社会教育施設，養護学校という機関

の種別を重視してきた。今後，岡様の形式で「教育参加」が行われる場合には，「参加することによっ

て経験する体験の内容」という視点を重視しながら，参加する活動の希望調査や調整を行う必要があ

ると思われる。

註

1）表2中の機関名は略称を朋いている。瀬に次の通りである。社会教育施設：独立行政法人国立信州高遠少年自然の家，独

　立行政法人国立妙高少年姦然の家，独立行政法人国立乗鞍欝年の家，長野県松本膏年の家，長野県小諸南夷の家，長野県松

　川青年の家，長野漿須坂熟年の家，長野県望月少年自然の家，長野県阿南少年自然の家。附属学校園：僑擢大学教育学部附

　属幼稚園，同附属松本小学校，同附属松本中学校。養護学校ゴ：長野県松本毒学校，長野票寿台養護学校，長野県安曇養護学

　校，長野県花田養護学校。

2）附属学校園における活動のうち，附属幼稚圏の活動1つと附属松本小の活動6つは，受入学生人数が「何名でも可」とな

　っている。そのため，ここでは便宜上，参加者数を受入学生人数とみなして計算した。そのため，附属小学校の充足率はち

　ようど100％となっている。

3）図2中では，専攻名では略称を朋いている。顯に次の通りである。実践：学校教鷺教員養成課程教畜爽践科学専攻，言語＝

　同言語教育専攻，社会：同社会科学教育専攻，理数：詞理数科学教育専攻，芸術：凝芸術教育専攻，保体：同保健体育専攻，

　生活：同生活科学教育専攻，障害：養護学校教員養成課程障害児教育専攻，地域：生涯スポーツ課程地域スポーツ専攻，野

　外：同野外教育専攻，心理：教育カウンセリング課程心理臨床尊攻，他：その蝕（科目等履修生，大学院生等）。図3～5

　も同様である。
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